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(１)学力調査結果から見られた傾向

国語

算数

(２）質問紙調査から見られた傾向
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（３）質問紙調査の結果より（学力との相関が指摘されているものや、教育委員会として注目しているものを挙げています。）

(４)学力・学習状況調査結果チャート（破線は全国平均） (５)その他、今後特に力を入れて取り組むこと

【受検者数】

名

【松江市立

・教科の学力は全国平均よりやや高い傾向である。だが、学習に対する興
味関心や自己有用感はそこまで高いとは言えない。意欲をもって自主的に
学習や生活をおくっていくために、自己有用感の向上を図るような取組を
意識して行っていく必要がある。ペアやグループ、ICTの活用も含めた対話
的な学習を積極的に取り入れながら、協働的な学びの中で自己表現でき
たり、自分の役割が果たせたりした喜びを実感させたい。さらに、児童に
とって必要感や魅力のある課題を準備し、学習のゴールを明確にして、意
欲的に学習に取り組めるように工夫する。また、キャリア教育をベースに、
学習と社会的な事象との関連や学習する意味を、自分の将来の夢と重ね
て考える。また、図書館活用教育を進め、学習を深化・発展させるような取
組も進めていく。
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※欠席等により調査によって受検者数が異なる場合は、最少の受
検者数をもって表示。

・理由や数の処理の仕方をじっくりと考えることができるようにし、順
序立てて説明する機会を積極的に設けていく。
・「聞く・話す」等の対話を大切にした学習を継続し、自分の考えをも
ち、説明・表現する機会を増やし、友達の考えと共通点・相違点を明
確にさせる取組を進める。
・タブレットや電子黒板等ICT機器を個人思考や意見交流、集団思
考場面にも活用し、児童が自ら数学的概念を獲得できる指導を進め
る。

対　策（・）

・それぞれの教科のおもしろさや興味関心をもたせる取組を継続す
るとともに、基礎的な内容がしっかり定着できるように低学年から確
実に積み上げていきたい。
・対話や協働活動の楽しさ、自分でやり遂げた達成感を味わわせる
ために子ども達の自律性を支援するような教師の指導行動を常に
意識する。
・地域と連携した学習を継続し系統的に身に付けたい資質・能力を
整理し、自分にできること考えたり、行動したりする機会をつくる

母衣小学校

成果と課題(○：成果，●：課題)

〇肯定的回答割合で高いのは、全国より「＋4.0」の「人の役に立つ
人間になりたいと思いますか」や「＋10.0」の「自分には、よいところ
があると思いますか」である。
●各教科の学習に対して、おおむね前向きととらえられる解答とみ
られるが、意欲的、積極的とは判断できない。

成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策（・）

〇平均正答率は全国より「+7.3」県より「＋8.0」である。正答率８割以
上の児童は全国より「＋10.1」県より「＋13.7」である。問題別正答率
では「漢字を文の中で正しく使うことができる」では全国よりおよそ
「＋12.6」上回っている。
●問題別正答率では、「目的や意図に応じて、事実と感想、意見と
を区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す
ることができる」が「-1.2」、「人物像を具体的に想像することができ
る」が「-1.7」で全国を下回り、課題が見られる。

・想像した人物像や全体像を意識しながら読み進め、様々な表現が
読み手に与える効果について考え、実際に活用できるように、読み
取った情報を表現する機会を増やす。
・授業中、「聞く・話す」等の対話的な活動を取り入れ、全体で共有を
図る学習過程で情報を共有し、互いに相手に伝え合いながら、情報
を活用して学習を深めていく。
・「対話タイム」を設け、楽しく話したり聴いたりする取組を重ね、自分
の考えを伝えようとする意識を高める。

〇平均正答率は全国より「+9.6」県より「＋12.0」である。正答率８割以上の
児童は全国より「＋14.1」県より「＋19.6」である。学習指導要領の領域では
「数と計算」では全国より「＋11.9」、「変化と関係」では全国より「+11.4」で
上回っている。
●問題別正答率では、「球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を
捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことができる」が「+0.4」、「折れ線
グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用
いて記述できる」が「+6.8」で全国を上回ったが、やや課題が見られる。
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